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滋賀県栗東市（手原駅）へのアクセス

栗東市ボランティア観光ガイドについて

レンタサイクル

愛称「くりちゃんガイド」として親しまれている栗東市ボランティア観光ガイドが、
地元の名所や旧跡、自然あふれる市内を心をこめてご案内いたします。

●ガイド料は無料
　但し、ガイド1人につき交通費として1,000 円、山岳ガイドは 2,000 円を申し受けます。

●申込みは、栗東観光案内所へ
　2週間前までに下記協会ホームページより申込書をダウンロードし、FAXまたはお電話で
　お申込みください。

こんぜめぐりちゃんバス

タクシー

詳しくは下記の栗東市観光物産協会までお問合わせください。
※運行日の土日祝の観光案内所は 8:15～17:00まで営業

  土日㊗運行春季 4月～6月 秋季 9月～11月

近江タクシー TEL. 077-552-0106(26:00まで）
帝産タクシー滋賀  0120-530-818(5:00～26:00）

自動車の場合

電車の場合

●名神高速道路「栗東 I.C.」から 0.8km
●新名神高速道路「草津田上 I.C.」から 9.2km
●新名神高速道路「信楽 I.C.」から 21.3km

信楽I.C.
草津田上I.C.

栗東I.C.

栗東駅

手原駅

〈お問合わせ〉

くりちゃんバス（月～金運行）
路線や時刻表はホームページで
ご覧いただけます。

くりちゃんバス

栗東駅前（年中無休） TEL.077-552-9118 （1 回 350 円・アシスト付き500 円）
  ※アシスト付きは要保証金（返却時返金）

手原駅前（平日のみ） TEL.077-552-0661 （1日 300 円・アシスト付き500 円）

栗東駅前（年中無休） TEL.077-552-9118 （1 回 350 円・アシスト付き500 円）
  ※アシスト付きは要保証金（返却時返金）

手原駅前（平日のみ） TEL.077-552-0661 （1日 300 円・アシスト付き500 円）

栗東都市整備株式会社

栗東市商工会

栗東市公式
フェイスブック

栗東市観光物産協会
公式インスタグラム

栗東市観光物産協会
公式ホームページHP
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ヤッホー

●白糸の滝

●国見岩
源平合戦で都落ちした平家の武士が、都
に残した家族を偲んだという伝説の岩。

　 こまさかまがいぶつ
●狛坂磨崖仏
高さ6m、幅4mの巨大な花崗
岩に彫られた三尊仏。奈良時代
から平安時代のものと伝わる。
(国指定史跡）

馬頭観音堂馬頭観音堂

●横ケ峯展望所からの景色
     （馬頭観音堂前駐車場）

標高は約590ｍ。眼下にはJRA栗東トレーニン
グ・センターの全景と湖南地域の街並み。さら
に、天気が良ければ湖北の山々まで見渡せる。

●横ケ峯展望所からの景色
     （馬頭観音堂前駐車場）

標高は約590ｍ。眼下にはJRA栗東トレーニン
グ・センターの全景と湖南地域の街並み。さら
に、天気が良ければ湖北の山々まで見渡せる。

詳しいコースガイド
は金勝山ハイキング
パンフレットでCheck !

●茶沸観音
岩の中に25cmの如
来像が佇む。昔、この
場所に茶屋があった
ことからこの名がつ
いたと伝わる。

●天狗岩
金勝山のシンボル、天狗岩でアドベンチャー体験。
琵琶湖を一望しながらおにぎりタイム！

琵琶湖と比良山系の雄大な景色をひとり占め。鶏冠山と龍王
山の尾根沿いに鎮座する天狗岩をはじめ、先々で出逢う石仏
や奇岩は、思わず写真を撮りたくなる風景。多彩なルートが
あり、ビギナーから登山経験者まで幅広く愛されている。

Google マップ™
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栗東I.C.より20分
春季・秋季の土日祝は
「こんぜ めぐりちゃんバス」が便利！

●道の駅 こんぜの里りっとう 
　栗東市荒張 1-11
　足湯／ 4月～11 月（火・水曜日は休湯）
　ぼたん鍋／ 11月～3月
　TEL.077-558-3858

ⓒU-one photography studio Co-LtdⓒU-one photography studio Co-Ltd

撮影スポット



奈良時代に聖武天皇の勅願により、良弁僧正が
国家鎮護の祈願寺として開基。杉木立に囲まれ苔
むした参道を上がると、本堂には本尊の釈迦牟尼
如来坐像、二月堂には、軍荼利明王立像、虚空蔵
堂には、虚空蔵菩薩半跏像（こくうぞうぼさつはん
かぞう）などの重要文化財を間近で参拝できる。
虚空蔵堂は、13歳（数え年）の子どもの健やかな
成長を願う「十三まいり」で訪れる人も多い。
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の
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     ろうべんすぎ
●良弁杉 
またの名を「金勝寺の千年杉」と言う。

     こんたいじ
●金胎寺 
本尊の阿弥陀如来は胎内に造仏の
由来などが墨書きされた貴重なも
の。『かくれ里』には、金胎寺の住
職が白洲正子を無住の金勝寺へ案
内したとある。本堂へと続く石段の
紅葉は荘厳！まさにかくれた名古刹。

●栗東市荒張３９8
　TEL.077-558-1568

●観音寺
奈良時代に良弁僧正が開基。天台宗の寺院で、
本尊は聖観世音菩薩。昔ながらの風情ある集落
を通りぬけた、観音寺地区の一番小高い、琵琶

湖が見下ろせる絶好
のロケーションにあっ
て、道中では棚田の
風景も楽しめる。
●栗東市観音寺３４８

●阿弥陀寺
室町期の古刹。当時の金勝寺は女人禁制であった。
金勝山を下山した僧・隆堯（りゅうぎょう）が大衆に
念仏の考えを広めるために「悟真
庵」（ごしんあん）を結んだのが阿
弥陀寺の起源。映画のロケ地にも
使われる山里深くにある閑静な寺。

●栗東市東坂 506
　TEL.077-558-2108

●金勝寺
 ●栗東市荒張 1394    TEL.077-558-2996（本坊）
 拝  観  料  500 円 (20 名以上 450 円 )
 拝観時間 9:00～17:00（12 月～ 3月／ 9:00 ～ 16:30）

金勝寺とともに訪れたい、おすすめのかくれ里
Google マップ™
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ⓒU-one photography studio Co-Ltd

　　　　しゃかむににょらいざぞう
本尊 釈迦牟尼如来坐像（重要文化財）



●こんぜの里 バンガロー村
コンドミニアム形式のバンガローで自炊
型の宿泊施設。管理棟のウッドデッキで
は日帰りバーベキューもOK !
●栗東市観音寺 535
　TEL.077-558-0908
　水曜日休館（祝日の場合は翌日）

       く ぼん（くほん）
●九品の滝
湖南地域最大の滝。仏教
用語の九品浄土からその
名がついたと伝わる。
●栗東市井上

販売・道の駅こんぜ の里りっとう

●滋賀日産リーフの森
第26回全国植樹祭の跡地。15ヘクター
ルの緑豊かな公園。ランチは隣接する
道の駅こんぜの里りっとうがオススメ！

皇后陛下
お手植え地の碑

●栗東自然観察の森
遊びながら自然に触れ、動植物に出会える東京ドー
ム2.8個分の広大な森。「これ何？」は、図鑑や資料で
調べることもでき、大人も子どもも1日楽しめる、
まちなか自然体験スポット。
●栗東市安養寺178-2　TEL.077-554-1313
　月・火曜日（祝日の場合は翌日） 
　年末年始（12/28～1/4）休園

まちなかの森まちなかの森

●泣き地蔵
その昔、この辺りには、旅人を泣
かせるほどの坂があり、安全祈願
のために僧が刻んだと伝わる。
●栗東市荒張

　こんぜやま
●金勝山ヒルクライムルート
ビワイチルートから田園風景を抜け
て森林と奇岩の山へと続く、湖南定
番のヒルクライムスポット。
●栗東市荒張地先　

ⓒ西岡写真工房/西岡千春

ⓒ㈱冨士商会 西田雅彦ⓒ㈱冨士商会 西田雅彦

ⓒEXTRA CREW

フォレストアドベンチャー・栗東
森を活用したフランス生まれのアウトドアパーク。
樹間を渡りジップスライドで着地！大人も子供も
真剣に森で遊ぼう！
●栗東市観音寺字平谷459
　TEL.090-5794-0420    9:00～17:00　不定休
　※営業時間は季節により変動
モデル協力／林 優里（フォレストアドベンチャー・栗東スタッフ）

撮影協力／スクアドラ滋賀守山
TEL.077-596-3866
撮影協力／スクアドラ滋賀守山
TEL.077-596-3866
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4 月～11月

ⓒEXTRA CREW

●栗東市荒張・観音寺
　TEL.077-558-3858
　道の駅こんぜ の里りっとう

りっとう市民秋まつり（11 月上旬）

Google マップ™



                               そうもくさい
●大宝神社と相撲祭
中山道（旧中山道）沿いにあって方除・厄除・健康
のご利益がある神社。社宝とされる2対の木造狛犬
は重要文化財。宝くじ祈願に来る人もあり。相撲祭

は近郷村の水利権争いを当時の神主
が仲裁し、子どもにすもうを取らせ
たのが始まり。
●栗東市綣7-5-5
　TEL.077-552-2093
　相撲祭／ 10月18日または
 18日より早い日曜日

　　おつきたいしゃ
●小槻大社と花笠踊り
本殿は重要文化財。花笠踊り
は色鮮やかな衣装と大きな花
笠を身に付けた子役の踊りと
笛や太鼓の音楽が特徴。県選
択無形民俗文化財。
●栗東市下戸山 1200
　TEL.077-552-9048
　花笠踊り／ 5月 5日

●萬年寺
白壁に朱色の柱の山門や「葷酒山門
（くんしゅさんもん）に入るを許さず」
〈ニンニクやお酒の持ち込みは禁止〉
の碑など、黄檗宗（禅宗）独特の中
国の様式が見られ、七福神の布袋様
も祀られている。『栗東の民話』（栗
東市発行）の「万年寺の御好し狸（お
よしたぬき）」はアニメにもなっている。
●栗東市小野 297　TEL.077-552-0077

●高野神社
開運・開拓・繁栄・農耕の神。
社伝によると境内の四脚門は
御所より拝領、移築したもの。
石造灯篭は重要文化財。
●栗東市高野726
　TEL.077-553-1037

●阿星山 敬恩寺
古より仏教の流れをくむ
阿星山、そして金勝山の
ふもとにある。深い信仰
をたたえたご本尊は重要
文化財の木造阿弥陀如来
立像。木造十一面観音立像は市指定文化財。予約して参拝できる。
●栗東市荒張 687   TEL.077-558-0883

●東方山安養寺
金勝寺の二十五別院の一つとして良弁増正が開基。
境内の静寂な木立の中で四国八十八ヵ所霊場のお
砂踏みができる。ご本尊は重要文化財の薬師如来坐
像（鎌倉時代）。琵琶湖の形の池を中心に近江八景を
模した庭園は県指定の名勝。
●栗東市安養寺88　TEL.077-552-0082

●茶ノ木カフェ
約30種類のパンがあるカフェ
併設のパン屋さん。
メニューのおすすめは黒カレー
やチャイ。女性に人気のカフェ。

   くさびら
●菌神社 
キノコを連想させる門が印象的。大昔この地
が飢餓に見舞われた時、一夜にして境内に
キノコが生え人々を救ったと伝わる。「菌」

の名前から全国のキノコファン
や、醸造、乳酸、バイオ関連な
どの参拝者が多い。
本殿は市指定の文化財。
●栗東市中沢
※御朱印は伊砂砂神社へ要確認
　TEL.077-562-1725
　（伊砂砂神社）

●ザルツブルグ洋菓子店     
人気はスフレケーキやアップルパイ、「栗東」にちなん
だ「栗」の焼き菓子、へそくりパイ、へそくりまんじゅ
う、琵琶湖の形の「びわこの便り」も手土産に好評。
●栗東市小柿 5-17-15　TEL.077-553-6607
   9:00~19:30  火曜日定休（祝日の場合は営業）

●オモヤキッチン　   
コンセプトは「おもや農園の野菜を通じて地域の暮らしを
支えたい」。農薬不使用、自然栽培の野菜たっぷりメニュー
がいただける。惣菜やケーキ類は持ち帰りもOK！
●栗東市霊仙寺1-3-24　TEL.077-596-3713　日祝定休
　11:30～17:00  ランチ（LO14:30）カフェ（LO16:00)
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●カフェ フェリーチェ Cafe Felice      
最高級の近江牛が味わえるカフェ。ミルクプリンと無農
薬いちじくを赤ワインで煮込んだジュレの２つの味が溶
け合う「栗東プリンいちじく」も人気。栗東土産に最適！
●栗東市綣6-11-15   TEL.077-553-1080
　11:30～14:30  18:00～22:00  不定休

　　　　　　　　　 かみとやまでんがくおど
●日吉神社の上砥山田楽踊りとどぶろく祭り
「田楽踊り」は「バンバ」と呼ばれる「踊り場」で、舞が奉納さ
れる豊年踊り（県選択無形民俗文化財）。「どぶろく祭り」は
仕込んだ濁り酒を奉納し、五穀豊穣を願う伝統行事。
●栗東市上砥山 660
　田楽踊り／
　9月第 1土曜日の夜
　どぶろく祭り／
　6月 1日に近い日曜日

●栗東市小野371-45
　TEL.077-554-0430
　9:00～17:00  月・火曜日定休

Google マップ™

●大野神社
天徳三年（959年）勧請と伝わり、菅原道真を祭神とす
る金勝庄の総社。学問の神・農耕の神・天候を司る神・
勝負ごとの神などとして、古来から伝わる
祭祀を受け継いでいる。重要文化財の楼門
をはじめ多くの文化財を伝える。また人
気アイドルグループのファンの聖地
として広く知られている。
●栗東市荒張896
　TEL.077-558-0408

●大野カフェ アプリ
直火焼き・無添加製法で、「神ってる !? バウム」として大
人気。参拝のお土産・休憩所としてカフェも併設し、バウ
ムクーヘンを一切れのせたソフトクリーム「大野ソフト」
や「馬勝ったバウム」も人気。
●大野神社境内  TEL.077-532-4502　10:00～16:00　火・木曜日定休

神社や寺に参詣、参拝した証の朱印。
寺社と本尊や神体の名称、日付など
が墨書きされ、護符の宝印が押される
ことが多い。布施や初穂料を納めて
押印いただく。
※いただける寺社のみ、御朱印の
　写真を掲載しています。

栗
東
I.C.
周
辺

栗
東
駅
周
辺

ⓒU-one photography studio Co-Ltd

御朱印帳入れ
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　  にっこうやま
●日向山（多喜山城跡）からみる栗東 
山麓には日向山古墳があり、標高222.9ｍの山頂
には多喜山城の土塁や石垣などの痕跡が残る。城
跡までは721段の石段が整備されており、栗東市
内はもとより、野洲川や湖南平野が一望できる。
●栗東市六地蔵地先

●新善光寺
信濃の善光寺阿弥陀如来像の
分身を請来したのが始まり。
枯山水の庭園があり、本堂に
は地下を巡る「戒壇（かいだ
ん）巡り」がある。春秋の彼
岸には「牛に引かれて善光寺
参り」と多くの人で賑わう。

●東海道ほっこりまつり
もし、東海道に車が通らなかったら…
歴史と文化あふれる東海道をほっこ
りしながらゆっくり歩いてみたい。
そんな地域の方々の想いから始まっ
た手作りのまつり。
●栗東市目川から岡地先
　10月下旬の日曜日

約2,000頭のサラブレッ
ドが毎日トレーニングを
行う、日本中央競馬会の競
走馬調教施設。観光施設で
はないが年に数回、施設見
学イベントを実施。ホーム
ページにて要確認。
●栗東市御園 1028

●栗東ホース具楽部
乗馬クラブと競走馬の育成・調教
施設。乗馬体験については栗東市
観光物産協会に問い合わせ。
●栗東市観光物産協会
　TEL.077-551-0126

競走馬グッズ
馬の毛は幸運を呼びよせ、
災いを振り払うとして、
蹄鉄は交通安全のお守り
として使われる。
株式会社AI·CREW

競走馬調教用
ゼッケンバッグ
JRA栗東トレーニング・センター
の使用済のゼッケンを加工した
世界に一つだけのバッグ。
社会福祉法人
滋賀県聴覚障害者福祉協会
びわこみみの里
steedオンラインショップ 
http://steed.shop-pro.jp

Bull̀ z-F の革製品
元騎手が手掛ける革製品のオーダーメイド工房。
https://www.bullz-f.com/   TEL.077-554-3953

●御餅菓子あかね軒
毎朝、滋賀県産の羽二重餅のつき
たてのもちで包んだ餅菓子をはじ
め、厳選素材でつくる朝生菓子が
並ぶ。和の佇まいの店舗もお洒落。
甘さを抑えた上品な味わいに何個
でも食べられ、地元ファンも多い。
●栗東市安養寺 1-12-3
　TEL.077-553-0093
　9:30 ～ 17:30　日・月曜日定休

●ヤマキ酒店
江戸時代、東海道の間の宿である
「目川立場」で菜飯、田楽とともに愛
された「菊の酒」を当時の味で復
元。元禄4年、菊の酒を飲んだ芭蕉
の碑があり「菊は不老長寿の妙薬
なりと」という。
●栗東市岡349
　TEL.077-552-1886
　10:00 ～ 20:00　火曜日定休

たてば珈琲
「たてば珈琲」の「立場」（たてば）
とは街道の宿場と宿場の間に設け
られた休憩所のこと。市内では目
川・梅木・中沢にあった。珈琲が
味わえる屋台で現代版立場が復活 !
※イベントのみ出店

●目川ひょうたん
江戸時代に東海道の旅人
が茶器や酒器として愛用。
またその形の面白さから
お土産、縁起物、お守りと
して人気。
●栗東観光案内所 
　TEL.077-551-0126

      ほうかいじ
●法界寺（地蔵尊）
法界寺のある六地蔵の地名は六体の地蔵
があったことからその名がついた。現在
は重要文化財の地蔵菩薩立像が一体安置
されている。
●栗東市六地蔵 601

〈うまgoods販売〉栗東観光案内所（手原駅２F） TEL.077-551-0126

    さかじん
●酒甚
大正初期創業の老舗。
「神馬」は山田錦を高精
米し、吟香味ともに調和
した大吟醸です。「誉れ
高き天賦の輝き、優駿栄
光の誇り」名実ともに最
高峰たる旭日昇天縁起の良い神髄のある銘酒として、
奉祝用にも最適。
●栗東市林16    TEL.077-552-0047    8:00～ 21:00   不定休

●栗東市林 256
　TEL.077-552-0075
　戒壇巡り／ 200 円

当時使用していた木製製薬機

栗
東
の
東
海
道

　　えいしょうじ
●永正寺
室町幕府第九代将軍足利義尚が構えた陣跡と伝わ
る。1487年（長享元年）10月から1年5ヶ月の間、御
所として栗東が政治の中心地となった。永正寺は、
この陣跡に建立されたとの説がある。
● 栗東市上鈎270   TEL.077-552-0071

●旧和中散本舗（春・秋に特別公開）
江戸時代「和中散」を売る「ぜさいや」の本舗として栄えた、国指定史跡。
徳川家康の腹痛を治した薬として有名。草津宿と石部宿の「間の宿」と
して公家・大名などの休憩所も務めた。建物は重要文化財、庭園は国指
定名勝。明治天皇やシーボルトなど、数々の偉人が休憩に訪れた当時の
姿が随所に残る。ご当主が居住され、ご案内いただける。
●栗東市六地蔵 402    TEL.077-552-0971（要予約）

Google マップ™

●ベーカリーアンｂakery Anne
地域で愛されるパン屋。いろんな
かたさのパン、惣菜パン、ベーグ
ルなど種類豊富。「こだわりのな
いところがこだわり。いろんな世
代の方に食べてほしい」と店主の
川邉夏子さん。イートインOK。
●栗東市川辺423-8
　TEL.077-558-7737
　9:00 ～17:00　火・水曜日定休

●TCC Therapy Park RITTO
競走馬引退を余儀なくされる馬の支援として、ホース
セラピー、教育、福祉プログラムなどで地域コミュニティ
形成に活用する施設。全国初のホースシェルターを常
設し、馬と人の未来を広げる取り組みが始まっている。
●栗東市六地蔵 31-6　TEL.077-584-5945 

馬に親しむ日
年に 1 回、乗馬体験、馬車、施設見学など、
馬と触れ合えるイベントを開催。
●栗東市スポーツ協会　TEL.077-553-4321
　

●JRA栗東トレーニング・センター
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お寺によっては「胎内めぐり」
ともいわれ、狭い暗闇を通り抜
け仏様とご縁をいただく修行。

ⓒEXTRA CREW



●道の駅 こんぜの里りっとう 
滋賀日産リーフの森に隣接。地元の新鮮な野菜や果
物、こんぜの特産物を販売。猪肉の食べられるレス
トランやグランドゴルフ場も併設。
●栗東市荒張 1-11　TEL.077-558-3858
　9:00 ～ 17:00　水曜日、祝翌日定休

●JA栗東市 田舎の元気や
おにぎり亭は、県内初のドライブスルー
方式で栗東産コシヒカリのおにぎりを販
売。レストランは地元農産物を使ったメニューを提供。
●栗東市小野547-3   TEL.077-552-8318
　おにぎり亭 9:00 ～ 16:00
　レストラン 9:00 ～ 20:00（LO19:30） 年始を除き年中無休

●道の駅 アグリの郷栗東
新鮮な野菜や手作りジェラート、パン、お餅などを
販売。地元の食材を使ったレストランも人気。
●栗東市出庭961-1　TEL.0120-10-7621
　9:00～ 18:00 （水曜日は8:00～）
　11月～ 2月は17:00閉店

●老舗 こんぜみそ 青木味噌商店
天然熟成で醸造。色、香、極が絶品、かつ塩
分控えめの健康味噌。「米こうじ」や「みそ」
をベースにした「からし漬け」も大人気。
●栗東市上砥山3096    TEL.077-558-0655
　9:00～ 19:00　水曜日定休

●浅柄野 太田酒造㈱栗東ワイナリー
自社農園産葡萄を100%使用したヴィ
ンテージワイン。8月中旬～9月中旬は
浅柄野農園で直売。
●栗東市荒張浅柄野1507-1
　TEL.077-562-1105（太田酒造）

●米おかき A.M.Aファミリーズ 榮農場
原材料のコシヒカリ、羽二重餅は全て自社
生産。味付けは「焼塩マヨネーズ」と「青
のり七味」。素材が活きた絶品のおかき。
●栗東市蜂屋 720-2　TEL.077-552-0353

●自然薯料理  とろりん
自家生産の地元特産品。自然薯
づくしのメニューがいっぱい。体
にやさしく心ふわふわ。落ち着い
た店内でとろーりとした時間を。
●栗東市御園 264　TEL.077-558-1166
　11:00～15:00　火曜日・水曜日定休

●如意の里 ごきげんさん
近江牛や近江しゃも・山菜など地元の食材
を使用。山里の静けさの中、離れの個室で
いろりを囲んで焼く琵琶湖産の鮎は絶品。
また近江牛ひつまぶし膳など、サイクリス
トやハイカーに嬉しいメニューも充実。
●栗東市井上 281-4　TEL.077-558-3223  
　11:30 ～ 22:00（LO21:00）   不定休

●CaliMart （キャリマート）
アメリカンなカジュアルカフェ。POPな店
内でいただくバーガーはボリュームも美味
しさも満点！  気さくなオーナー夫妻も魅力的。
●栗東市上砥山234-8　TEL.077-532-9766
　11:30～14:30（LO） 18:00～ 21:00（LO）
　土日祝は11:30～21:00(LO)
　火曜日、第3月曜日定休  ハンバーガー完売時終了

●クリーミィーカフェ（kreemy cafe） 
お子様連れでゆったりくつろげる白で統一されたフォト
ジェニックなカフェ。ベッドやソファで食事やドリンクメ
ニューを楽しめる。
●栗東市出庭516-7　TEL.090-8201-4471
　11:00 ～ 21:00 （LO19:30)   定休日なし
　※11:00 ～ 17:00 の場合あり（要問合せ）
　※臨時休業はInstagramにて要確認

●割烹 うを菊
厳選した素材ひとつひとつを、真心込めて調
理した懐石料理とお弁当がいただける｡旬の
美味しさを存分に満喫できる。
●栗東市川辺 246 
　TEL.077-553-4123
　17:00 ～ 22:00   水曜日定休

●魚新楼
四季の彩りを楽しむ会席料理は、店主自ら
京都中央市場で吟味するこだわり。コース
のほか、予算に応じた料理がいただける。
●栗東市小野 789
　TEL.077-552-0026
　11:30 ～ 14:30（LO14:00）
　17:00 ～ 21:30（LO21:00）   不定休

●三上山テラス
三上山を間近に眺めながら多治見焼
の器で、ゆったりくつろげるモダンカ
ジュアルカフェ。和室スペースもあり、
お子様連れもOK!
●栗東市林313-1　TEL.090-8217-1204
　9:00～17:00　土日祝定休

●光の穂
築約140年の古民家。車椅子の方も気兼
ねなくゆったりカジュアルフレンチがい
ただける、光いっぱいのバリアフリーカ
フェ。自家製ハーブティーは約20種類。
●栗東市下戸山888   TEL.077-552-2255
　10:00～ 18:00 　木曜日定休＋不定休

●近江牛 肉の岡山
「近江の香り、滋賀の味」の確かな目利きで
上質なお肉を厳選。2階のレストランでは近
江牛が味わえる。
●栗東市安養寺 7-4-14
　TEL.077-552-2364
　精肉 9:30 ～ 19:00
　レストラン17:00 ～ 22:00（LO21:30）
　水曜日定休

●琵琶湖のえび煎餅
    滋賀宝㈱

創業60年。地域の素材を大
切にまごころこめて焼き
上げた自慢の逸品。サクッ
とした食感と豊かなえび
の香りが大好評。
●栗東市六地蔵106
　TEL.077-552-1315

●栗東あられ ㈲栗東あられ本舗
地元産の羽二重餅を使い、じんわりと炭火で
焼き上げた「あられ」。塩や油に頼らない、素
材を活かした味が大好評。
●栗東市大橋 4-4-21  TEL.077-552-0909
　8:00 ～ 18:00　不定休

●栗東歴史民俗博物館
優れた文化と歴史を伝える約40,000点の収蔵品を保管。移築
された旧中島家住宅ではかまどの火炊き体験ができる。
●栗東市小野223-8   TEL.077-554-2733 　
　開館 / 9:30 ～ 17:00
　休館 / 月曜日（祝日の場合は開館）
　 祝日の翌日
 年末年始 （12/28～1/4）

●栗東芸術文化会館さきら
水や緑と親しむ栗東市の芸術文化の拠点。
地域アーティストの発信の場！
●栗東市綣2-1-28   TEL.077-551-1455
　開館/ 9:00 ～ 22:00  （アトリウム8:30~）
　休館 / 月曜日（祝日の場合は開館）
　 年末年始（12/29～1/3）

●蜂屋こんにゃく ㈱清水商店
製造元の㈱清水商店は江戸時代天保十一年
（1840年）創業の老舗。こんにゃく生芋の素材
を生かしたあらゆる蒟蒻製品を提供。
●栗東市蜂屋978-3    TEL.0120-522-048

●善光寺ういろ 阿波屋清重
江戸文化年間創業。黒砂糖の適度な甘さ
にしっとりとコクのある美味しさ。「栗東夢
街道」など、郷土にちなんだ和菓子もある。
●栗東市辻 636   TEL.077-551-4855 
　9:00 ～ 19:00   火曜日定休

●THE HIDEAWAY FACTORY
ブルックリンスタイルの全席ソファ席、150坪の隠れ家
倉庫レストラン。DIY内装の世界感は圧巻！ 特別な日
はテーブルアートを！
●栗東市小柿3-9-27　TEL.077-584-4578
　11:30 ～ 15:00 （LO14:00）
　18:00 ～ 23:00 （LO22:00）
　（夜は送迎あり）　定休日なし

●こんぜの里  森遊館
阿星山中腹近くにあり、琵琶湖や対岸の
比良山系までが一望できるバリアフリー
の宿泊・食事・研修施設。メゾネットタ
イプの洋室とゆったりくつろげる和室、
屋外では琵琶湖を眺めながらのバーベ
キュー、ぼたん鍋や懐石料理などの季節
に応じたメニューが多数。
●栗東市観音寺537-1　TEL 077-558-0600

旧中島家住宅

●いちじくジャム 栗東いちじく生産組合
ハウスで栽培した、高品質な環境こだわり農
産物のいちじくを使用した手作りのジャム。
●栗東市小野493-1　TEL.077-552-0575
　（JA栗東市農産課内）

●近江牛味噌漬 近江牛専門店 肉の棒由
肉の棒由の近江牛は、まろやかな口あた
りと特有の香りと柔らかさがあり「一度食
べたら忘れられない味」と評判。
●栗東市霊仙寺 1-4-3　TEL.077-552-2929

宿　泊宿　泊

●栗東観光案内所
観光案内やイベント情報、各種パン
フレット配布のほか、栗東の特名産
品を販売。
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●栗東市手原3-1-30（手原駅2階）
　TEL.077-551-0126
　平　日8:30 ～ 17:15
　土日祝8:30 ～ 12:00
　年末年始休所（12/29～1/3）

●アートリッツホテル
京都駅から約30分と程近く、ビジ
ネス・観光の拠点として便利。広
さを追求したゆったり空間設計。
●栗東市綣1-11-1
　TEL.077-554-2828

●めぐみ旅館
JRA栗東トレーニング・セ
ンターのすぐ近くにある昔
ながらの希少な旅館。連泊し
ても毎日違うメニューで我
が家のようにもてなしてくれ
るオーナーには、リピーター
のファンが多い。（要予約）

●栗東市御園 889-5
　TEL.077-558-2533

くりちゃんグッズ

近江牛ひつまぶし膳
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、
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ド

よ
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い
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来
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け
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産
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の
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設

栗
東
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原
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●
 晴
れ
の
日
は
金
勝
山

・
・
・
・
・
・
・
1
ペ
ー
ジ

●
 『
か
く
れ
里
』
金
勝
寺
へ
・
・
・
・
・
3
ペ
ー
ジ

●
 里
山
あ
そ
び
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5
ペ
ー
ジ

●
  り
っ
と
う
御
朱
印
め
ぐ
り
・
・
・
・
7ペ
ー
ジ

●
 栗
東
の
東
海
道

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
9
ペ
ー
ジ

 
う
ま
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
10
ペ
ー
ジ

●
 食
べ
る
り
っ
と
う
・
宿
泊
・
・
・
11
ペ
ー
ジ

 
り
っ
と
う
の
お
み
や
げ

・
・
・
・
12
ペ
ー
ジ
 

初
夏
の
大
宝
神
社

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
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・・

青
麦
の
薫
風

（
せ
い
ば
く
の
く
ん
ぷ
う
）

彼
岸
、
木
洩
れ
日
の
新
善
光
寺

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

彼
岸
の
繁
華

（
ひ
が
ん
の
は
ん
か
）

新
緑
の
日
向
山
と
和
中
散

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
積
日
の
海
道
と
城
跡

（
せ
き
じ
つ
の
か
い
ど
う
と
し
ろ
あ
と
）

雪
化
粧
の
東
方
山
安
養
寺

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
泉
面
の
雪
花

（
せ
ん
め
ん
の
せ
っ
か
）

秋
、
栗
東
自
然
観
察
の
森

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
飛
翔
の
羽
音

（
ひ
しょ

う
の
は
お
と
）

早
朝
の
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

・・
・・

払
暁
の
駒
音

（
ふ
つ
ぎ
ょう

の
こ
ま
お
と
）

滋
賀
日
産
リ
ー
フ
の
森
の
薫
風

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
陽
春
の
風
光

（
よ
う
し
ゅ
ん
の
ふ
う
こ
う
）

金
勝
寺
と
森
林
浴
の
森

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

夏
清
の
幽
玄

（
か
せ
い
の
ゆ
う
げ
ん
）

A.
M
.A

フ
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ミ
リ
ー
ズ

 榮
農
場

A.
M
.A

フ
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リ
ー
ズ

 榮
農
場
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賀
宝
㈱

N

片
山
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方
山
安
養
寺

東
方
山
安
養
寺

魚
新
楼

魚
新
楼

栗
東
八
景

詳
し
く
は
コ
チ
ラ
ま
で

［
地
図
内
ア
イ
コ
ン
の
説
明
］

名
古
屋
↓

←
京
都・

大
阪

名古屋→

米原
→

東京
→

金
勝
川

県 道
石 部
草 津
線

霊
仙
寺

栗
東
駅
口

下
鈎
西




